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1 はじめに

水素エネルギー関係、の国際会議で、は、世界で最も古い

歴史と権威のある第18回世界水素エネルギー会議

(World Hydrogen Energy Conferena :略称WHEC)が

2010年5月にドイツのエッセンで、開催された。2年おきに

各国持ち回りで開催されるこの会議に、筆者は1鈎生年か

ら毎回出席してし、るが、開催国の揃府レベルや会議室営

の巧拙が参加者の満足度に大きく反映される。その意味

で優れた技術と組織力を持つドイツで開催されるこの会

議には大きな期待を持って参加した。

開催地のエッセンは鉄鋼財閥クルップ。の本拠地として

戦前からルール地方の中IL剖3市で、あった。街の中心に近

い所に昔の巨大な炭鉱の施設や、大規模なコークス工場

の遺跡がきれいに保存され、世界遺産に登録されている。

図1に現在は現代アートの展示場になっているが、エッセ

ン市内で19鉛年迄操業していた世界遺産のツォルフェ

ライン炭鉱の遺跡を示す。

しかし街の周辺は深い緑に覆われた静かな住宅街にな

っていて、林の中に、湖やゴ、ルフ場もあった。会議前日の

夕方から始まるレセプションの前に市内を観光パスで一

巡したが、石炭産業都市として栄えた歴史を大切に保存

している街で、あった。

図1. 市内のツォルフェライン炭鉱遺跡

会議は事前準備を周到に行った跡が伺え、会場、資料、

スタッフ、会議の進行ィイベント、ホスピタリティーな

ど、全体の運営については十分満足できるもので、あった。

また、 5∞件を超える過去最多の論文が発表され、 ド

イツを中心とした欧州、|の技術開発の成果や製品展示、市

場導入への取り組みなど新しい情報が数多く得られ、快

適で、有意義な会議で、あった。以下にその詳細を紹介する。

2. 会議の概要

-開催年月日:2010年5月16日'"'-'5月21日

・開催場所:ドイツNRW州エッセン

-会場:見本市会場M白seEssen。図2参照

・参加者: 49ヵ国、 1，2∞名

-発表論文総数:529 (ポスター含む)

オーラル発表 339 

ポスター発表 190 

・パラレルセッション:10会場で同時進行

-テクニカルツアー:市内の下水処理場の消化ガス利用、

水素ステーション、風力水素、バイオ水素等の施設見

学。 Juelich研究所、即断究所、 ZBI研究所見学。ベ

ルリンTCYrAL水素ステーション見学など5つのツア

ーが準備された。

図2. MI邸前E田en西館の会議場
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-展示会: 展示者146、ドイツの家庭用燃料電池や中

温型燃料電池スタックなど燃料智也の展示のほか、カ

ーボンナノチューブ鄭重機の展示もあった。展示会は

一般市民や地元学生にも開放された。

-燃料電池車試乗会

会場脇の広場で燃料智也車と燃料智也パスの試乗会が

開催された。過去最多の9杜の燃料電池車16台と、 5社

の燃料電池パス6台が集まった。 日本からはトヨタ

FClNadvと、ホンダαm均rが参加した。また、試乗車
に水素を供給するためにエア・リキード社とリンデ社

の移動用水素ステーションが参加した。

-参考:WHEC2004 (樹兵)では参加者37カ国1396人、

発表件数必5、オーラル303、ポスター152

展示ブース65.燃料電池車τ社7台、水素エンジン車
2社2台、燃料雷由/ミス1台、合計10台

3. 発表論文

オーラルとポスターを合わせた529件の発表論文の内

容別件数では、水素製造が167件で全体の3~1oを占め、そ

の中で、も改質・ガス化がm件、バイオ水素カ~26件と多かっ

た。次が燃料電池で、燃料電池の基礎捌fが5到牛、定置

用燃料電池が19件で、合わせて781牛で1膨らを占めた。そ

の次が燃料電池車とデモプロジェクトで51件、 1併合、水

素吸蹴オ料が必件、似で、あった。

国別ではドイツが圧倒的多数の1791牛で34%を占め、次

が日本でお件、 7.~も、アメリカが32件、。もであった。

オーラルはアメリカがお件、日本が却件で、あったが、

日本はポスターの件数が181牛と多かったため、総合でア
メリカを上回った。ドイツはJuelicl噺究所だ、けで、オーラ

ル17件、ポスター4件を発表した。

組織別では大学が34%、研究機関が抑色、企業が2航、

政府・団体が11%を占めた。

4. ウエルカムレセプション

会議の前日夜、展示会場の奥で、ウエルカムレセプショ

ンが行われたが、レセプションのハイライトは、 ドイツ

のNOW(ドイツ政府の水素・燃料智也研究開発推進機構)

と日本のNEDOが情報交換協定の締結発表と、 NE∞和

坂理事の挨拶で、あった。そして展示会場のNOWのブース

において関係者が見守る中で調印式が行われた。
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5. プレナリーセッション

会議のオープニング、で、は、大会のS凶ten議長の挨拶、

IAHEのV四場u会長、エッセン市長、 NRW川、|知事、ド

イツの運輸大臣の挨拶に続いて、中国の科学校術大臣が

登壇して、中国の燃料智也車キ水素技術の開発状況を紹

介した。

その後、 IPHE表彰式に移り、最初に世界の5地域で行

われた学生の各種コンテストの優勝者が表彰され、日本

からl主JHFCによる学生のFCコンペティションで最優秀

校に選ばれた秋田工業高校が表彰された。続いて5件の個

人と団体の表彰が行われたが、日本から産業技術総合研

郷庁の秋葉悦男氏と福岡水素エネルギー戦略会議が表彰

された。

福岡水素エネルギー戦略会議は九州大学佐々木一成教

授が代表として表彰状を受け取った。図3参照。

図3. IP田賞の受賞者

その後、 16件の基調講演がまとめて行われた。 ドイツ

のDainu位、Linde、Jue1ich研究所、 NOWほかのドイツ

の講演に続いてEC委員会、アメリカエネルギー省、南ア

フリカ科学技制守護、、カリフォルニアCAFCP、オーストリ

ア交通夜術省、欧州ホンダなどの講演の中で、日本の代

表は政府関係者でなく、東海大学内田教授が、日本の国

家プロジェクトの紹介とご自身の研究の水素吸蔵合金に

よる冷却効果を利用した温室のイチゴ耕音(水素イチゴ)

の講演をされた。

6. 会議のイベント

会議の2日目に夕方から、市内のフィルハーモニーホー

ルで立食のディナーがあった。その後音楽ホール内に入

り、交響楽団の奏者たちが舞台上で着席したところで、
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舞台脇でNEDOの和坂理事を含めた数人の要人の挨拶が

あり、それから恒例のIAHEの表彰式が行われた。 4件の

表彰が行われたが、その中で日本のマツダ(械が水素エン

ジン車を開発した功績でSirW辺白mGrove Awardを受賞

し、マツダ(械を代表して森本賢治氏が壇上で、表彰盾を受

け取った。

表彰式終了後、エッセンフイノレハーモニー交響楽団に

よるモーツアルトのフィガロの結婚、シューベルトの交

響曲第5番など名曲の演奏を楽しんだ。

7. 会議のトピック

プレナリーセッションでの各講演で燃料電池車の市場

導入への期待が表明された。5月初めにトヨタが燃料電池

車を2015年に50，αmドルで発売するとアメリカで話した

報道が話題になり、多くの人に期待を持って受け止めら

れていた。パラレルセッションは広範な水素技術を対象

として10ヵ所の会場で発表が行われ一部しか傍聴出来な

かったが、配布資料のデータを含めてトヒ。ックを紹介す

る。

7.1. 米国の燃料電池導入支援策

エネルギー省は、今までに世界で75，αm台の燃料電池

が2∞9年には24，αm台が出荷されたと発表した。それら
は純水素回体高分子形燃料電池のパックアップ。電源や、

燃料電池フォークリフト、直接メタノール形燃料電池の

移動用電源である。また、燃料電池の商用化を促進する

ために2∞9年2月に発効されたオバマ政権の経済再生法
仏RRA)による燃料電池普及支援策の内容が紹介された。

プレナリー講演のほかに、エネルギー省は水素・燃料

電池開発プログラムの発表と、定置用燃料電池開発プロ

グラムを各セッションで発表するなど、国の取り組みを

j紗トに強くアピールする姿勢が伺えた。

7.2. 欧州の水素・燃料電池政策

EC委員会は第7次技術開発枠組み計画 FP-7の下で研

究開発を支援しており、官民でFCH況Jプログラムの推

進系服哉を設立した。欧州各地でデモを行うLightHouse 

倒的を支援しているが、早期商用化を実現するため、

最近の予算は研究開発費よりもデモプロジェクト費への

配分が大幅に増えている。

ドイツは2∞8年に設立した国の水素・燃料電池研究開
発推進系邸瞭~OW:が、 NIP (水素・燃料電池の先端技術開

発プログラム)を推漣している。ベルリンで、行っていた
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水素・燃料電池車デモのCEPプロジェクトでは、ハンブ

ルグにも拡大して車両数を17台から97台へ、水素ステー

ションを2ヵ所から11ヵ所以上に増やす計画である。 NIP

の2010年度予算は研究開発費が~18M.で、デモプロジェ

クト費が斜5M.とデモ費の予算を大幅に増やしており、

従来の車両の実証試験プロジェクトから燃料電池車の市

場導入と水素インフラ構築を同時に進める動きに変わっ

てきた。

7.3. 中国の水素・燃料電池政策

プレナリーセッションで科学技術大臣が中国の技術開

発状況を発表した。開発の中心は燃料電池車と燃料電池

パスで、大学とメーカーが協力して2(削年から開発を進

め、

2∞8年には5種の燃料電池車と燃料電池ノミスが開発され、
上海万博でも走行している。 EVのロードマップ。が示され

たが、 EV、Fα7、ハイブリッド車など次世代車の生産を

2020年には1千万台にする計画を発表した。

7.4. その他の国

カナダは従来から創撤しているパンクーパーの燃料電

池車デモプロジェクト、 20台の燃料電池パスを市ノミスに

導入したバンクーパー中心の水素ハイウエー、 トロント

の水素村などの現状を発表した。

ロシアは2021年から水素・燃料電池関係製品の商品化

を開始するとした計画と、PEFCとSOFCなど燃料電池開

発や、アルカリ形燃料電池搭載の燃料電池車を開発して

いる現状を紹介した。

そのほか、南アフリカ政府は世界の白金の75%を供給

しており、その付加価値を増大させるために研究センタ

ーを設置するなどの政策を発表した。

8. 水素利用技術に関するトピック

各国の多岐にわたる水素・燃料電池技術の基礎研究か

らシステム研究、インフラ構築、デモンストレーション

プロジェクトまで多くの論文発表が行われたが、それら

の中で

水素利用技術の実用化に向けての動向を紹介する。

8.1. 燃料電池車と燃料電池バス

燃料電池車技術の進展については欧州ホンダが燃料電

池の改良と燃費の著しい向上、ダイムラーがコスト低減

への取り組みなどをプレナリーセッションで発表した。

また、燃料電池パスは各国で導入を増やす動きがあり、
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燃料電池バスメーカーの数はドイツ、オランダ、ベルギ

ー、イタリア、カナダ、アメリカ、ブラジル、韓国、中

園、日本など世界で12社に増えている。

8.2. 水素インフラと燃料電古車デモプロジェクト

EC委員会やドイツ政府がデモプロジェクト費を増額し、

従来、燃料電池車や水素インフラ樹I'Iの実証試験を行っ

てきたドイツのCEPプロジェクトは水素ステーション

の9ヵ所増設と車両数を17台からダイムラー60台を含め

て97台に増やすほか、ハンフ、ノレグで2013年に燃料電池バ

ス20台を追加する。また、 2015年までに水素ステーショ

ン15ヵ所と、サテライトステーション30ヵ所を建設する

北欧3国のSHHPプロジェクトは 2015年に燃料電池車

刷 台、燃料電由/ミス1∞台を導入するなど、水素インフ

ラと燃料電池車の初期市場導入を行うプロジェクトに性

格を変えている。アメリカで、も燃料電池パスの導入を3

都市から1儲日市に増やすほか、中国、韓国、ブラジノレも

燃料電池パスの導入を計画しているなど、燃料電1i!Y':::ス

のコスト低減と相まって導入機運が高まっている。

欧州を中心に1儲R市で燃料電池パスを運行していた

HyFLEET: CUTEプロジェクトは、水素ステーションの

課題として、機器の信頼性を挙げており、 9ステーション

の平均可動率が89.8%で、あった。主な運転停止要因であ

る水素製造装置と圧縮機の信頼性向上を課題としている。

8.3. 純水素燃料電漕と家庭用燃料電池

アメリカで、普及が始まった通信施設用バックアップ電

源はアメリカ以外にインドや欧州、|などにも採用が始まっ

ている。燃料雷也と比較して寿命が短く、長時間運転が

できなし、バッテリーと競合するこれらの燃料智也は、経

済性も同等で優位にあるため急速に市場が加にされてしも。

また、バッテリ一式に代わる燃料智也フォークリフト

も北米市場で急速に導入が進んでいる。

BAXI PEFC HEXIS SOFC Vaillant SOFC 

図4. ドイツのlkW:家庭用燃料電池(給湯器別置)
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ドイツは2∞砕から都市ガスを利用する家庭用燃料電

池の努震鵡食を行うG蜘 Eプロジェクトを実施してしも。

現在lkWP日'(;1機種とlkWSOFC2機種の合計71台を

ドイツ各地の家庭で運転しており、 2012年同問台に増

やす計画である。プロジェクトは2015年まで行われ、圏

内 41M、民間消45M負担する。図4に家庭用燃料電池を

示す。

8.4. 風力水素の利用と課題

ドイツの風力発電設備容量は現在2船Wであるが、

203併科こは2倍の52GWと予想されている。それに伴し、大

量の電力が余剰になる時間帯が生じるなど、需給のアン

バランスへの対応が求められている。電力会社の

Va:悦 n白Hは余剰電力で、水素を製造し、地下の岩塩層ドー

ムに大量貯蔵しておき、必要に応じて発電する電力供給

の平準化への水素の利用は、電力会社の新しいビジネス

になると発表した。

莫大な風ゐ資源を有するアルゼンチン、 パタゴニアの

エネルギー会社 CAPEXグループ、 CAPSAの子会社の

H州首∞がαlUhuけ|、|で風力水素と天然ガスの混合ガスで
1，400kWのガスエンジン発電機を運転する実証試験を行

っている。電力は油田施設へ供給し、水観客で発生する

酸素は産業ガス会社へ販売している。水電解装置は

HYI也可em岱の6ONm3fhアルカリ水電解装置2台を使用し
ており今後運転を創樹しして風力水素利用の課題を抽出す

る。

8.5. 石炭利用IGCC-CCSプロジェクト

石炭が豊富なドイツで自前の炭坑を所有する電力 ・ガ

ス会出:WEはCU2の地下貯留を伴う必OMWのIGCCの

プロジェクトを推進しており、石炭ガス化の効率向上に

寄与する褐炭の水分除去装置を自社開発した。GE製ガス

タービンを使用するが、GEは米国イリノイ州で世界最大

級の側MWl∞Cを建設中で2012年完成予定である。

9. おわりに

14年ぶりにドイツで開催されたWHEC2010は盛会で

あった。技術の実証が進み、各国が水素 ・燃料電池の早

期市場導入に向けて確実に前進している状況が感じられ

た。

本文に紹介した トヒ。ック以外にバイオオく素ほか多くの

水素動査側内水素貯蔵材料などの発表があったが、誌

面の都合などから水素利用技術の一部の紹介に留めた。
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